
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
テープ状の基材上に設けられた 蛍
光着色層 基材背面からの圧力によって被転写体に移行
する感圧転写型蛍光テープにおいて、

転写された該蛍光
着色層 が外部からの２次的な によって、被転写体から容易に剥離しうるこ
とを特徴とする感圧転写型蛍光テープ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、テープ状の基材上に蛍光着色層 を設けた感圧転写型
蛍光テープに関する。さらに詳しくは、該蛍光着色層 が被転写体に転写されたの
ち、外部からの２次的な力により容易に剥離しうる感圧転写型蛍光テープに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、印刷物や筆記物等の特定部分を強調したり、印象付けしたりする手段として、その
特定部分を着色する方法、特に蛍光色材を用いて着色する方法が多用されてきた。
【０００３】
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、基本的な組成としては合成樹脂と蛍光色材とからなる
と、さらにその上に設けた接着層が

上記蛍光着色層の被転写体に対する１８０度引きは
がし法でのＳＰ接着力が５～２５０ｇｒ /２５ｍｍであり、また、被転写体に転写された
上記蛍光着色層の表面の静止摩擦係数が０．２～８であり、さらには、
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具体的には、蛍光着色材をベースにインキ化された塗布液を充填した筆記具（一般的には
蛍光ラインマーカーと呼ばれる）を用いたり、プラスチックフィルムをベースにその表面
に蛍光着色層をコーティング又は、プラスチックレジンに蛍光着色剤を練り込んでフィル
ム化したものの、片面に感圧接着層を設け、これらをテープ状に加工したものが用いられ
ていた。
【０００４】
しかしながら、前者筆記具では、直接被筆記体に塗布する際、色の濃淡やカスレを生じた
り、被筆記体が紙の場合紙質によっては、ニジミや色沈みを生じたり、着色インキの紙の
裏抜けが生じたり、筆記幅が一定しない等の欠点があった。又、塗布液の多くは水性であ
るために、被筆記体がプラスチック、金属等の非吸収面の場合には使用できない場合も多
く、さらに２次的には不要になった着色部分を消色や剥離等の方法で除去できないという
欠点もあった。
【０００５】
又、後者の貼付型蛍光テープでは剥離できるものもあるが、ロール状になったテープを繰
り出してからカットし貼付するという手間やテープ自身のハンドリング性を高める為にベ
ースフィルムの厚みをある程度厚くしなければならず、これを多用した場合は、被貼付全
体の厚みにも影響を及ぼすという欠点があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明では、上記の従来からの方法に用いられていた筆記具や貼付型テープの欠点であっ
た蛍光着色の際の濃淡やカスレ、ニジミや色沈みや裏抜けを生じず、ライン幅が一定で、
被吸収面にも使用でき、そのうえ使い勝手も良く、被着色体全体に対する厚みにも影響を
与えず、さらに該蛍光着色部分が不要になった際に除去可能な、蛍光マーキング材を提供
することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決する為の手段として、本発明では長さ方向に一定幅でカットされたテープ
状の基材上に 被転写体に対して接着性を有
する た感圧転写型蛍光テープが有用であることに着目し、さらに被転写体に
転写された該蛍光着色層 自体に外部からの２次的な によって、被転写体か
ら容易に剥離しうる性能を付与することで達成できることを見出した。
【０００８】
詳しくは、蛍光着色層自体に剥離性能を付与する為には具体的には、蛍光着色層の被転写
体に対する接着力は、ＪＩＳ　Ｚ　０２３７に定める測定方法の１８０度引きはがし法で
のＳＰ接着力は５～２５０ｇｒ／２５ｍｍであり、特に好ましくは３０～８０ｇｒ／２５
ｍｍである。
【０００９】
ＳＰ接着力が５ｇｒ／２５ｍｍ未満の場合には被転写体の素材や表面物性によっては転写
不良を生じることがあり、又２５０ｇｒ／２５ｍｍを超える場合には、転写後剥離ができ
なかったりテープをロール状に加工して、長期保存した際に基材背面へのブロッキングを
生じる恐れがある。
【００１０】
さらに、被転写体に転写された蛍光着色層の表面の静止摩擦係数は０．２～８であり、特
に好ましくは１～５である。
【００１１】
静止摩擦係数が０．２未満の場合には、外部からの による再剥離が不可能になるこ
とがあり、又８を超える場合には、表面のべたつき等のタック性が著しくなったり、上記
と同様なロール状でのブロッキングの恐れを生じる。
【００１２】
本発明の感圧転写型蛍光テープは基本的には基材上に蛍光着色層と、さらにその上に接着
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極薄化した蛍光着色層を設け、さらにその上に
接着層を設け

と接着層 摩擦力

摩擦力



層を設けた２層構造であり、基材背面からの圧力により蛍光着色と接着層が被転写体に移
行する。各層の厚みとしては蛍光着色層は、５～２０μ程度で、好ましくは１０～１５μ
が最適である。
【００１３】
又、接着層は０．５～５μ程度で好ましくは１～３μが最適である。
【００１４】
これら、感圧転写型蛍光テープに用いる素材としては、基材については１０～５０μ程度
のポリエステルフィルムやアセテートフィルムのようなプラスチックフィルムの片面もし
くは両面にシリコン樹脂等で離型加工したものや、３０～６０ｇ／ｍ２程度のグラシン紙
等の薄葉紙の両面に離型加工したものが用いられる。
【００１５】
蛍光着色層の基本的な組成としては、合成樹脂と蛍光色材からなりその他に樹脂被膜調整
剤や界面活性剤等必要に応じて添加してもよい。用いられる合成樹脂としては、ウレタン
系、アクリル系、ビニル系、オレフィン系、ゴム系等、特に限定されたものではなく、こ
れら複数種を組み合わせることも可能である。蛍光色材も染料系、顔料系は問わないが、
耐候堅牢性等を考慮すれば顔料系が好ましい。
【００１６】
又、接着層の基本的な組成としては、アクリル系、ゴム系、ビニルエーテル系等、接着性
を有する合成樹脂であれば何でもよく、他に接着性調整剤や老化防止剤等も必要に応じて
添加してもよい。
【００１７】
【作用】
本発明のテープ状の基材上に極薄の均一蛍光着色層を設け

接着性を有する た感圧転写型蛍光テープは、蛍光着色の際の濃淡やカス
レもなく、被転写体に対するニジミや色沈み、裏抜け等を生ずることなく被転写体が非吸
収面にも蛍光着色でき、そのうえ被転写全体に対する厚みにも影響を及ぼすことなく、転
写幅も一定でさらに、該蛍光着色層に再剥離性を付与することで転写後の、再剥離が可能
な極めて実用性の高いものである。
【００１８】
【実施例】
次に、本発明を実施例によりさらに詳細に説明する。なお、以下に示す部はいずれも重量
基準である。
（実施例１）
［１－Ａ液］
１液型ウレタン系樹脂　　　　　　　　　　　　　　　１２部
塩化ビニル／酢酸ビニル共重合体　　　　　　　　　　　３部
油溶性蛍光染料（レモンイエロー）　　　　　　　　　　３．５部
体質顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
ノニオン系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５部
［１－Ｂ液］
ビニルエーテル系樹脂　　　　　　　　　　　　　　　２０部
樹脂改質剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
体質顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８部
アニオン系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　２部
老化防止剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
脂肪族系炭化水素溶剤　　　　　　　　　　　　　　　６４部
両面離型加工した２５μのポリエステルフィルムの片面に、まず１－Ａ液を乾燥厚みが１
０μになるようにコーティグし、さらにその上に１－Ｂ液を乾燥厚みが２μになるように
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コーティングした。次にこれを６ｍｍ幅にスリット加工したロールを巻出し部、転写部、
巻取り部を備えた自動巻取り式の転写具に装着して被転写体に転写したところ、一定幅の
極めて鮮明な仕上がりのレモンイエロー色の蛍光着色が得られた。次いで、転写された蛍
光着色層の表面を軽く指頭で擦すると、被転写体から簡単に剥離することができた。
【００１９】
この実施例でのＳＰ接着力と静止摩擦係数を測定したところ、１８０度引きはがし法によ
るＳＰ接着力は３５．４ｇｒ／２５ｍｍで静止摩擦係数は１．２３であった。
（実施例２）
［２－Ａ液］
ポリスチレン／ポリブタジエンブロック共重合体　　　１５部
ポリスチレン／ポリイソプレンブロック共重合体　　　　７部
樹脂改質剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
蛍光顔料（ピンク）　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
ノニオン系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　１部
脂肪族系炭化水素　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
［２－Ｂ液］
アクリル系エマルジョン樹脂（２５％水溶液）　　　　３２部
体質顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
メタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５５部
両面離型加工した坪量４０ｇ／ｍ２のグラミン紙の片面にまず２－Ａ液を乾燥厚みが１２
μになるようにコーティングし、さらにその上に２－Ｂ液を乾燥厚みが１．５μになるよ
うにコーティングした。次に実施例１と同様に加工、転写を試みたところ、一定幅の極め
て鮮明な仕上がりのピンク色の蛍光着色が得られた。次いで転写された蛍光着色層を市販
の消しゴムで軽く擦すると被転写体から簡単に剥離することができた。
【００２０】
この実施例での１８０度引きはがし法によるＳＰ接着力は５０．０ｇｒ／２５ｍｍで静止
摩擦係数は、３．７３であった。
【００２１】
（比較例）
［Ｃ液］
不飽和ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　１５部
油溶性蛍光染料（ピンク）　　　　　　　　　　　　　　３部
体質顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
ノニオン系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　１部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
［Ｄ液］
１液型アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　２５部
体質顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５部
アニオン系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
脂肪族系炭化水素　　　　　　　　　　　　　　　　　６２部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
両面離型加工した坪量４０ｇ／ｍ２のグラシン紙の片面にまずＣ液を乾燥厚みが１０μに
なるようにコーティングし、さらにその上にＤ液を乾燥厚みが２μになるようにコーティ
ングした。次に実施例１と同様に加工、転写を試みたところ、一定幅の鮮明なピンク色の
蛍光着色が得られたものの、次いで転写された蛍光着色層を指頭や市販の消しゴムで擦っ
たり、弱粘着性のシートを蛍光着色層表面に貼付したのち、剥したりして剥離を試みたが
完全に除去することは不可能であった。また、ロールの巻芯近くでは、蛍光着色層が基材
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背面に移行するというブロッキング現象を生じていた。
【００２２】
この比較例での１８０度引きはがし法によるＳＰ接着力は、３１２ｇｒ／２５ｍｍで静止
摩擦係数は０．１７であった。
【発明の効果】
以上のように本発明の感圧転写型蛍光テープは被着色体に対して、濃淡やカスレ、ニジミ
や色沈みや裏抜け等を生じず、ライン幅が一定で被吸収面にも使用でき、さらに被着色体
に転写後、容易に再剥離ができる優れた蛍光マーキング材である。
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